
国際協力・国際理解推進事業

●NPOやボランティア、国際交流活動
への参加など、行動に移す

●行政・NPO・教育機関・福祉団体等
の連携

●海外への障がい者支援技術移転による支援技術者
育成と療育支援

●障がい者の就労支援

「国際協力・国際理解推進事業」で
国際・教育・社会の３つの側面をつなぎ
相乗効果を得ながら取組みます

社会

国際 教育

●学校モデル授業によるグローバル人材の育成
障がいへの理解、心のバリアフリー

●イベント等による、ESD・SDGsの市民への普及拡大

技術移転

社会参加

国際理解
福祉教育

パートナーシップ

啓発

松山市とNPO、(公財)松山国際交流協会などの国際交流活動実践者が連携し、国際協力としてフィリピンの障がい者支援に対
する技術移転を行うとともに、これを題材とした国際理解ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）を展開する。
これにより、「誰もが幸せに暮らせる社会を築く」ことを目指し、ＳＤＧｓの取組として実践する。

人権・平等・平和

●多文化共生
●ノーマライゼーション

国際貢献


